
 

 

 

   

 

 
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 有 
四半期決算説明会開催の有無    ： 無 

  

 

   

 

 
  

 
(注) 営業収益は、連結損益計算書の「売上高」と「営業収入」を合計して記載しております。 

  

   

 

 
  

  

 
(注) 当四半期における配当予想の修正有無 ： 無 

(注) 23年2月期期末配当金の内訳 普通配当9円00銭 記念配当1円00銭 

  

 

 
(注) 当四半期における業績予想の修正有無 ： 無 
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1. 平成24年2月期第１四半期の連結業績（平成23年2月21日～平成23年5月20日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年2月期第１四半期 259,204 △3.0 9,120 62.3 8,652 73.6 △2,285 ―
23年2月期第１四半期 267,225 △4.9 5,618 63.9 4,985 62.9 180 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

24年2月期第１四半期 △11 57 ―
23年2月期第１四半期 0 92 ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

24年2月期第１四半期 969,842 333,686 24.1 1,184 32
23年2月期 940,078 341,140 25.4 1,208 64

(参考) 自己資本 24年2月期第１四半期 233,964百万円 23年2月期 238,769百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年2月期 ― 9 00 ― 10 00 19 00

24年2月期 ―

24年2月期(予想) 9 00 ― 9 00 18 00

3. 平成24年2月期の連結業績予想（平成23年2月21日～平成24年2月20日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 540,000 △1.9 18,500 12.2 17,000 10.6 900 △72.0 4 56
通期 1,085,000 △2.5 35,200 0.3 32,400 0.4 2,400 △60.3 12 15



  

 
(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

 
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了していま

せん。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）3ページ「(3)連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は、【添付資料】P.4「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 24年2月期1Ｑ 198,565,821株 23年2月期 198,565,821株

② 期末自己株式数 24年2月期1Ｑ 1,014,336株 23年2月期 1,013,868株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年2月期1Ｑ 197,551,719株 23年2月期1Ｑ 197,554,093株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第１四半期におけるわが国経済は、新興国の成長による輸出増加等により一部で緩やかな景気回復
の兆しがみられたものの、厳しい雇用情勢や所得環境の継続に加え、原材料価格の高騰や円高の長期
化、さらに、本年３月に発生した東日本大震災による影響が懸念され、景気の先行きは依然として不透
明な状況が続いております。 
 当社グループが属する小売業界におきましても、低価格・節約志向の継続、同業他社や他業態との競
争の激化に加え、東日本大震災の影響による自粛ムードの広がりや不要不急商品の買い控えなど、引き
続き厳しい状況が続きました。 
 このような経済状況の中、当社は、前身の１つである西川屋が名古屋の地で創業し、今年で１００周
年を迎えました。本年を「次の１００年にむけた飛躍の年」と位置付け、海外戦略のほかＧＭＳ事業の
改革を柱に、グループシナジーを発揮させ、ＩＴビジネスに果敢に挑戦し、エコファースト企業の社会
的な使命を果たすことによって、ますますの発展を図っております。 
 その結果、当第１四半期のグループ連結業績は、営業収益２，５９２億４百万円（前年同期比３.
０％減）、営業利益９１億２０百万円（前年同期比６２.３％増）、経常利益８６億５２百万円（前年
同期比７３.６％増）となりましたが、特別損失として資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額８４
億８１百万円、減損損失２５億１５百万円及び災害による損失１６億７３百万円等を計上したことによ
り四半期純損失２２億８５百万円（前年同期は四半期純利益１億８０百万円）となりました。 

  
（セグメント別の業績の動向） 
 当第１四半期から「セグメント情報等の開示に関する会計基準」を適用したことに伴い、一部の会社
の所属セグメントを変更しております。また、前年同期比は前年同期を変更後の区分に組み替えた上で
算出しております。 

  
＜総合小売業＞ 
 総合小売業は営業収益１，９１９億６０百万円（前年同期比２．０％減）、営業利益４５億６５百万
円（前年同期比２７９．９％増）となりました。 
 ユニー㈱においては、今期で創業１００周年を迎え、「ＧＭＳ事業の改革」「店舗開発」「ＩＴビジ
ネス」「海外出店」「既存事業部の活性化」「グループシナジー」「エコ・ファーストの約束」の７つ
の基本戦略を掲げ、社会貢献と成長戦略、収益力向上を目指しております。「ＧＭＳ事業の改革」で
は、昨年来進めてきた「マーチャンダイジング改革」「現場主義」「ローコスト経営」を軸とし、機能
性素材を活用した衣料品ＰＢなどの開発商品の拡充による粗利益率の向上、店舗の力を最大限引き出す
従業員の意識改革、ムリムダの削減による売場の強化などを推進しております。 
 また、１００年の長きにわたってご支持、ご支援をいただいているお客様への感謝を込めて、「未来
とつながる『ユニー創業１００周年』」をテーマに記念商品の販売、記念企画の実施及び社会貢献活動
などを実施しております。当第１四半期では、総額１億円還元のプレミアムお買物券付ユニー商品券の
販売やお値段そのままで内容量を１０～４０％程度増量した記念増量商品（食料品）の販売などを実施
しました。 
 以上の結果、東日本大震災により関東以北の店舗において一時休業や計画停電による営業時間の短縮
などの影響があったなか、既設店売上高は前年同期比０．４％減（衣料３．３％減、住居関連０．８％
増、食品０．１％減）と概ね計画通りとなりました。 
 当セグメントの営業費用は、「マーチャンダイジング改革」による粗利益率の向上及び「ローコスト
経営」による広告費や減価償却費の減少などにより、１，８７３億９５百万円（前年同期比３．８％
減）となり、営業利益は前年同期に比べて大幅に増加しました。 
 ユニー㈱の当四半期末店舗数は閉店１店舗により２２７店舗となりました。ユニー香港は出店１店舗
により３店舗となりました。 

  
＜コンビニエンスストア＞ 
 コンビニエンスストアは営業収益４６８億８６百万円（前年同期比０.９％減）、営業利益４３億４
７百万円（前年同期比３３.１％増）となりました。 
 ㈱サークルＫサンクスにおいては、東日本大震災の影響により、震災発生直後の東北地域の売上が急
減しましたが、商品供給体制の再構築、店舗の通常営業再開とともに売上は回復傾向を示し、同地域の
既存店売上高前年比は高い伸び率となりました。また、全国的には昨年１０月の増税値上げ後のタバコ
売上の伸長が３月以降も継続したほか、ファーストフードやデザートなど主力のオリジナル商品の好調
も売上回復に寄与しました。その結果、既設店売上高（単体）は前年同期比３．０％増となりました
が、自営店の削減により自営店売上高は減少しました。 
 当セグメントの営業費用は、自営店関連経費等の削減により販売費及び一般管理費が減少したことか
ら、４２５億３８百万円（前年同期比３．５％減）となりました。 
 当四半期末店舗数は出店５９店舗、閉店５９店舗により５，５１５店舗となりました。なお、非連結
のエリアフランチャイザーを含む合計店舗数は６，３２６店舗となりました。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

ユニー㈱(8270) 平成24年２月期 第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結）

－2－



  
＜専門店＞ 
 専門店の営業収益は１６６億３１百万円（前年同期比１６．４％減）、営業損失７億５３百万円（前
年同期は営業利益３６百万円）となりました。 
 ㈱さが美においては、東日本大震災の影響により、東日本エリアの店舗で３～４月度の販売契約高
（受注高）が大幅に減少しました。５月度に入りホームファッション事業が既設店ベースで前年を上廻
るなど回復の兆しが現れていますが、高額商材や不要不急の消費支出が抑えられ、きもの事業の回復に
はいま少し時間がかかるものと予想しております。その結果、営業収益５０億５９百万円（前年同期比
１８．９％減）、営業損失８億６６百万円（前年同期は営業損失５億７８百万円）となりました。当四
半期末店舗数は閉店６店舗により３１４店舗となりました。 
 ㈱パレモにおいては、東日本大震災による消費マインドの低迷や気温の低下等により、春物の売れ行
きが悪化し、既存店売上高は前年同期比１５．２％減となりました。その結果、営業収益は６８億１４
百万円（前年同期比１４．２％減）、営業利益は１億４４百万円（前年同期比７７．３％減）となりま
した。当四半期末店舗数は出店２０店舗、閉店１０店舗により５８６店舗となりました。 
 ㈱鈴丹においては、平成２４年２月期の重要戦略である「事業部戦略」「商品戦略」「店舗戦略」
「人材戦略」「新規事業戦略」「グループ戦略」に取り組みましたが、東日本大震災及びその後の計画
停電などの影響により、既設店売上高は前年同期比６．８％減となりました。その結果、営業収益３４
億１１百万円（前年同期比１４．７％減）、営業利益６０百万円（前年同期比３７．９％減）となりま
した。当四半期末店舗数は出店２店舗、閉店３店舗により２４０店舗となりました。 

  
＜金融＞ 
 金融の営業収益は４０億９５百万円（前年同期比９．５％減）、営業利益８億２５百万円（前年同期
比１６．１％減）となりました。 
 ㈱ＵＣＳにおいては、包括信用購入あっせんは東日本大震災による買い控えなど個人消費の鈍化がみ
られたものの、公共料金等の日常決済分野が堅調に推移しましたが、融資は総量規制による融資市場全
体の縮小の継続により、取扱高が大幅に減少しました。その結果、営業収益４０億９５百万円（前年同
期比９．５％減）となりました。 
 当セグメントの営業費用は、適正な与信管理や延滞債権回収の強化による貸倒関連費用の減少などに
より３２億７０百万円（前年同期比７．６％減）となりました。 
 なお、従来、金融事業に含まれていた㈱ゼロネットワークスにつきましては、「セグメント情報等の
開示に関する会計基準」の適用に伴い、コンビニエンスストア事業に事業区分を変更しております。 

  

財政状態の変動状況 
 当第１四半期末における総資産は９,６９８億４２百万円となり、前連結会計年度末に比べて２９７
億６４百万円増加しました。これは主に、現金及び預金、有価証券の増加によるものです。 
 また有利子負債は、前連結会計年度末に比べて１９９億２百万円増加し、３,２９２億４９百万円に
なりました。 
 純資産の当第１四半期末残高は３,３３６億８６百万円となり、この結果、自己資本比率は２４．
１％、１株当たり純資産は１,１８４円３２銭となりました。 

  

 業績予想につきましては、連結業績予想は本年４月８日公表の数値を修正しておりませんが、個別業
績予想は最近の業績動向を踏まえ、第２四半期累計期間及び通期の数値を修正しております。詳細につ
きましては、本日発表の「業績予想の修正及び特別損失の計上に関するお知らせ」をご参照ください。
  

  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 
  

 ・簡便な会計処理 
  ①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

一部の国内連結子会社において、当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率が前連結会計年度末
に算定したものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用し
て貸倒見積高を算定しております。 

②棚卸資産の評価方法 
実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高を基礎として、合理的な方法により算定して

おります。 
③固定資産の減価償却費の算定方法 

一部の国内連結子会社を除き、定率法を採用している資産について、当連結会計年度に係る減価
償却額を期間按分して算定しております。 

④法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 
法人税等の納税額の算定に関して、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する

方法で算定しております。繰延税金資産の回収可能性判断に関しては、前連結会計年度以降に経営
環境等、かつ一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度に
おいて使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法で算定しており、前連結
会計年度末以降に経営環境等、または一時差異等の発生状況に著しい変化が認められた場合には、
前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングに当該著しい変化の影
響を加味したものを利用する方法で算定しております。 

⑤利息返還損失の見積高 
一部の国内連結子会社において、当第１四半期連結会計期間の利息返還請求の状況が前連結会計

年度と著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の返還実績・率等のうち一部を使用
して利息返還損失の見積高を算定しております。 
  

 ・四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 
  該当事項はありません。 

  

 ・会計処理基準に関する事項の変更 
  ①「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平
成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21
号 平成20年３月31日）を適用しております。 
 これにより、営業利益は１４７百万円、経常利益は１４３百万円減少し、税金等調整前四半期純
損失は８７億３５百万円増加しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の
変動額は１３０億８６百万円であります。 
  

  ②「企業結合に関する会計基準」等の適用 
当第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20

年12月26日）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準
適用指針第10号 平成20年12月26日）を適用しております。 
  

 ・表示方法の変更 
「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく財務諸

表等規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令５号）の適用により、当第１
四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目を表示しております。 
  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年５月20日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成23年２月20日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 112,758 101,772

受取手形及び売掛金 62,567 57,307

有価証券 15,001 7,027

商品 49,514 45,941

短期貸付金 26,097 28,421

繰延税金資産 5,966 6,165

その他 58,219 57,823

貸倒引当金 △4,782 △4,994

流動資産合計 325,343 299,464

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 211,312 210,671

工具、器具及び備品（純額） 7,213 7,769

土地 191,958 191,591

リース資産（純額） 21,113 18,904

建設仮勘定 2,424 1,917

その他（純額） 3,527 3,602

有形固定資産合計 437,550 434,456

無形固定資産   

のれん 14,201 12,870

その他 21,808 22,317

無形固定資産合計 36,009 35,188

投資その他の資産   

投資有価証券 16,115 17,347

長期貸付金 1,285 1,352

繰延税金資産 20,603 17,490

差入保証金 116,224 117,938

その他 19,208 19,434

貸倒引当金 △2,498 △2,593

投資その他の資産合計 170,939 170,968

固定資産合計 644,499 640,613

資産合計 969,842 940,078
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(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年５月20日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成23年２月20日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 94,566 109,217

短期借入金 8,063 7,494

1年内返済予定の長期借入金 46,684 49,555

コマーシャル・ペーパー 54,000 26,500

未払金 34,569 36,327

未払法人税等 2,628 6,049

繰延税金負債 － 0

役員賞与引当金 31 189

賞与引当金 6,964 5,797

ポイント引当金 1,291 922

その他 89,957 65,899

流動負債合計 338,756 307,953

固定負債   

長期借入金 207,347 214,404

リース債務 10,426 9,099

繰延税金負債 640 592

再評価に係る繰延税金負債 85 85

退職給付引当金 1,553 1,557

利息返還損失引当金 3,181 3,175

負ののれん 1,821 2,018

長期預り保証金 54,753 55,460

資産除去債務 13,027 －

その他 4,563 4,591

固定負債合計 297,399 290,984

負債合計 636,156 598,937

純資産の部   

株主資本   

資本金 10,129 10,129

資本剰余金 58,824 58,824

利益剰余金 166,391 170,654

自己株式 △1,204 △1,203

株主資本合計 234,141 238,404

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,682 2,108

繰延ヘッジ損益 △6 4

土地再評価差額金 △425 △425

為替換算調整勘定 △1,427 △1,322

評価・換算差額等合計 △177 364

少数株主持分 99,722 102,371

純資産合計 333,686 341,140

負債純資産合計 969,842 940,078
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第１四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年２月21日 
 至 平成22年５月20日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年２月21日 
 至 平成23年５月20日) 

売上高 226,647 217,964

売上原価 167,427 159,564

売上総利益 59,219 58,400

営業収入   

不動産収入 9,992 9,960

手数料収入 30,585 31,279

営業収入合計 40,578 41,239

営業総利益 99,798 99,639

販売費及び一般管理費   

貸倒引当金繰入額 682 273

給料及び手当 26,508 25,665

賞与引当金繰入額 2,843 3,625

退職給付引当金繰入額 1,283 1,246

利息返還損失引当金繰入額 372 453

賃借料 22,305 21,767

減価償却費 7,584 7,286

その他 32,598 30,201

販売費及び一般管理費合計 94,179 90,519

営業利益 5,618 9,120

営業外収益   

受取利息 214 202

受取配当金 130 101

負ののれん償却額 196 196

持分法による投資利益 14 27

受取補償金 90 54

テナント内装工事負担金 73 －

その他 209 177

営業外収益合計 931 760

営業外費用   

支払利息 1,136 1,005

支払補償費 228 167

その他 200 55

営業外費用合計 1,564 1,228

経常利益 4,985 8,652
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(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年２月21日 
 至 平成22年５月20日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年２月21日 
 至 平成23年５月20日) 

特別利益   

固定資産売却益 13 79

貸倒引当金戻入額 8 80

受取補償金 13 －

段階取得に係る差益 － 258

その他 0 23

特別利益合計 35 443

特別損失   

固定資産処分損 342 140

減損損失 2,447 2,515

災害による損失 － 1,673

投資有価証券評価損 254 269

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 8,481

その他 82 127

特別損失合計 3,126 13,208

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

1,893 △4,112

法人税、住民税及び事業税 2,111 2,397

法人税等調整額 △465 △2,532

法人税等合計 1,646 △135

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △3,977

少数株主利益又は少数株主損失（△） 66 △1,691

四半期純利益又は四半期純損失（△） 180 △2,285
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該当事項はありません。 

  

【事業の種類別セグメント情報】 

前第１四半期連結累計期間(自 平成22年2月21日 至 平成22年5月20日) 

  

 
(注)１．事業区分の方法 

    事業の区分の方法は、グループ内の事業展開を基準として区分しております。 

  ２．各事業区分の主要な内容 

    ・総合小売業…………………衣料品、住居関連品、食料品等の小売業 

    ・コンビニエンスストア……フランチャイズシステムを主とするコンビニエンスストア事業 

    ・専門店………………………呉服、婦人服等の専門小売業                      

    ・金融…………………………クレジットの取扱業務・保険代理業・リース取引、ＡＴＭ運用業務の受託 

    ・その他………………………警備・清掃・保守業務、リフォーム・リペア事業、不動産事業等  

  ３．営業収益は、売上高及び営業収入の合計額であります。 

  

【所在地別セグメント情報】 

前第１四半期連結累計期間（自 平成22年２月21日 至 平成22年５月20日） 

全セグメントの売上高の合計額に占める「本邦」の割合がいずれも９０％を超えているため、所在地別セグ

メントの情報の記載を省略しております。 

  

【海外売上高】 

前第１四半期連結累計期間（自 平成22年２月21日 至 平成22年５月20日） 

海外売上高が連結売上高の１０％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) セグメント情報

総合 
小売業 
(百万円)

コンビニ
エンスス
トア 

(百万円)

専門店
(百万円)

金融
(百万円)

その他
(百万円)

計 
(百万円)

消去又は
全社 

(百万円)

連結
(百万円)

営業収益及び営業損益

 (1) 外部顧客に 
   対する営業収益

195,294 45,972 19,898 5,164 896 267,225 ― 267,225

 (2) セグメント間の内部 
   営業収益又は振替高

615 2 ― 797 3,865 5,280 △ 5,280 ―

計 195,909 45,974 19,898 5,962 4,761 272,506 △ 5,280 267,225

営業費用 194,707 42,808 19,861 4,875 4,626 266,879 △ 5,272 261,606

営業利益 1,201 3,166 36 1,087 134 5,627 △8 5,618
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【セグメント情報】 

1．報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能

であり、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために定期的に検討を行う対象となっ

ているものです。 

 当社グループは、事業別のセグメントから構成されており、提供する商品、サービス等を考慮した

上で集約し、「総合小売業」「コンビニエンスストア」「専門店」「金融」「その他」の５つを報告

セグメントとしております。 

各報告セグメントの主な内容は以下のとおりであります。 

「総合小売業」…衣料品、住居関連品、食料品等の小売業 

「コンビニエンスストア」…フランチャイズシステムを主とするコンビニエンスストア事業 

「専門店」…呉服・婦人服等の専門小売業 

「金融」…クレジットの取扱業務・保険代理業・リース取引 

「その他」…警備・清掃・保守業務、リフォーム・リペア事業、不動産事業等 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間（自 平成23年２月21日 至 平成23年５月20日） 
（単位：百万円） 

 
（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去等であります。 

   ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

当第１四半期連結累計期間（自 平成23年２月21日 至 平成23年５月20日） 

「コンビニエンスストア」セグメントにおいて、土地の時価下落が著しい店舗及び閉店が予定さ

れている店舗、営業活動から生じる損益が継続してマイナスである店舗について、2,508百万円の

減損損失を計上しております。 

  

（追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17

号 平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準

適用指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

 

総合小
売業

コンビニ
エンスス
トア

専門店 金融 その他 合計
調整額

(注1)

四半期連結
損益計算書
計上額
（注2）

営業収益     
(1) 外部顧客に対

する営業収益
191,401 46,884 16,631 3,356 930 259,204 － 259,204

(2) セグメント間の
内部営業収益又
は振替高

559 1 - 738 3,855 5,155 △5,155 -

計 191,960 46,886 16,631 4,095 4,786 264,360 △5,155 259,204

セグメント利益又
は損失（△）

 4,565 4,347 △753 825 136 9,120 △0 9,120

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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４．決算参考資料 
 
（１）連結決算  
 
①連結業績                                            百万円 

 平成２４年２月期 
第１四半期累計 

平成２３年２月期 
第１四半期累計 増  減 前 期 比 

営 業 収 益 ２５９，２０４ ２６７，２２５ ▲ ８，０２１  ９７．０% 
営 業 利 益   ９，１２０   ５，６１８   ３，５０１ １６２．３% 
経 常 利 益   ８，６５２   ４，９８５    ３，６６７ １７３．６% 
四半期純利益 ▲ ２，２８５   １８０   ▲ ２，４６６  ――  

※『 資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額』８，４８１百万円、『減損損失』２，５１５百万円及び『災害による損失』１，６７３百万円

により、四半期純利益は赤字となっておりますが、第２四半期累計では黒字の見込みです。 
 
②セグメント別の業績                                                                           百万円 

営 業 収 益 営 業 利 益 
 

当期１Q 前期１Q 増 減 前期比 当期１Q 前期１Q 増 減 前期比

総 合 小 売 業 １９１，９６０ １９５，９０９ ▲  ３，９４８ ９８.０％   ４，５６５   １，２０１   ３，３６３ ３７９.９％

ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱ  ４６，８８６  ４７，３３３  ▲  ４４７ ９９.１％   ４，３４７   ３，２６６   １，０８１ １３３.１％

専  門  店  １６，６３１ １９，８９８ ▲  ３，２６６ ８３.６％   ▲  ７５３     ３６   ▲  ７９０ ――    

金  融   ４，０９５   ４，５２３ ▲  ４２７ ９０.５％   ８２５   ９８３   ▲  １５８  ８３.９％

そ  の  他    ４，７８６  ４，７６１   ２４ １００.５％    １３６    １３４    １ １０１.３％

計 ２６４，３６０ ２７２，４２５ ▲  ８，０６５ ９７.０％   ９，１２０   ５，６２３   ３，４９７ １６２.２％

消去または全社 ▲  ５，１５５ ▲  ５，１９９ ４３ ――      ０ ▲  ４ ４ ――    

連 結 計 ２５９，２０４ ２６７，２２５ ▲  ８，０２１ ９７.０％   ９，１２０   ５，６１８   ３，５０１ １６２.３％

※ 従来、金融事業に含まれていた㈱ゼロネットワークスにつきましては、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」の適用に伴い、

当期よりコンビニエンスストア事業に事業区分を変更しております。なお、前期についても変更後の区分に組替えをしております。 
 
 
③セグメント別の主な個別会社の情報   
○総合小売業                                                                                   百万円 

ユ ニ ー ユニー香港 
 

当期１Q 前期１Q 増 減 前期比 当期１Q 前期１Q 増 減 前期比

営 業 収 益 １８７，７３０ １９３，１０１ ▲  ５，３７０     ９７．２％   ４，３２３   ２，９５３ １，３７０  １４６．４％ 
営 業 利 益   ４，３７７   １，０５５   ３，３２２  ４１４．８％   １７８   １３５ ４２  １３１．３％
経 常 利 益   ４，３７７  ８２６   ３，５５０  ５２９．４％     １８６   １５０ ３５  １２３．５％
四半期純利益   ▲  ２６６   １４２  ▲  ４０８ ――        １２９  １５１ ▲  ２２     ８５．４％
既存店伸長率 ９９．６％ ９５．９％  ３．７％  １００．９％ ９９．０％  １．９％  

※ ユニー香港の既存店伸長率は、現地通貨ベース。 
※ ユニー香港 期中平均換算レート： 当期１Q １香港ドル＝ 10.67 円、前期１Q １香港ドル＝ 11.36 円 
 
 
○コンビニエンスストア                    ○  金 融                      百万円 

サークルＫサンクス連結 Ｕ Ｃ Ｓ 
 

当期１Q 前期１Q 増 減 前期比 当期１Q 前期１Q 増 減 前期比 
営 業 収 益  ４６，８８６  ４７，３３３ ▲  ４４７    ９９．１％  ４，０９７  ４，５２４ ▲ ４２７       ９０．６％ 
営 業 利 益  ４，７５６  ３，６７３ １，０８３ １２９．５％    ５６１    ７１０   ▲ １４９    ７９．０％
経 常 利 益  ４，７０９  ３，６５２   １，０５７ １２９．０％    ５６３    ７１２ ▲ １４８    ７９．１％
四半期純利益 ▲  １，７３３     ３９４ ▲  ２，１２７   ――        ３１３  ４３６ ▲ １２２    ７１．８％ 
既存店伸長率 １０３．０％ ９４．０％    ９．０％  
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○専門店                                                                    百万円 
さ が 美 連 結 パ レ モ 

 
当期１Q 前期１Q 増 減 前期比 当期１Q 前期１Q 増 減 前期比

営 業 収 益  ５，０５９   ６，２３９ ▲ １，１８０     ８１．１％   ６，８１４   ７，９４６ ▲ １，１３１   ８５．８％ 
営 業 利 益 ▲ ８６６ ▲ ５７８ ▲ ２８８ ――        １４４   ６３６ ▲ ４９１     ２２．７％
経 常 利 益 ▲ ８６８ ▲ ５７２ ▲ ２９５ ――      １５３   ６４８ ▲ ４９５   ２３．７％
四半期純利益 ▲ １，２７１   ▲ ６１６   ▲ ６５４ ――      ▲ ２７０    ３３０   ▲ ６００ ――     
既存店伸長率 ８７．７％ ８７．４％  ０．３％   ８４．８％ ９８．３％  ▲ １３．５％   

 

鈴 丹 連 結 モ リ エ 
 

当期１Q 前期１Q 増 減 前期比 当期１Q 前期１Q 増 減 前期比

営 業 収 益   ３，４１１   ４，００１ ▲ ５８９     ８５．３％   １，３４６ １，７１１ ▲ ３６５     ７８．７％ 
営 業 利 益    ６０    ９７    ▲ ３７     ６２．１％ ▲ ９２ ▲ １１９     ２６ ――    
経 常 利 益      ６６    ７３   ▲ ７     ９０．４％ ▲ ９４ ▲ １２４     ３０ ――    
四半期純利益 ▲ ２９９    ２３ ▲ ３２３ ――     ▲ １３６   ▲ １６９   ３２ ――     
既存店伸長率 ９３．２％ ９０．３％  ２．９％    ８９．１％ ８６．１％  ３．０％  

 
 
④営業外収益の主な項目                                                    百万円 

 平成２４年２月期 
第１四半期累計 

平成２３年２月期 
第１四半期累計 増  減 

受 取 利 息 ２０２ ２１４ ▲ １２ 
受 取 配 当 金 １０１ １３０  ▲ ２８ 
受 取 補 償 金     ５４     ９０ ▲ ３５ 

負ののれん償却額  １９６ １９６ ―― 
営 業 外 収 益 計     ７６０     ９３１ ▲ １７０ 

 
 
⑤営業外費用の主な項目                                                  百万円 

 平成２４年２月期 
第１四半期累計 

平成２３年２月期 
第１四半期累計 増  減 

支 払 利 息 １，００５ １，１３６ ▲ １３１ 
支 払 補 償 費    １６７   ２２８ ▲ ６０ 

営 業 外 費 用 計 １，２２８ １，５６４ ▲ ３３６ 
 
 
⑥特別利益の主な項目                                    百万円 

 
平成２４年２月期 
第１四半期累計 

平成２３年２月期 
第１四半期累計 増  減 

固 定 資 産 売 却 益 ７９  １３ ６６ 
貸倒引当金戻入益 ８０ ８ ７２ 

段階取得に係る差益 ２５８ ―― ２５８ 
特 別 利 益 計 ４４３  ３５ ４０７ 

 
 
⑦特別損失の主な項目                                    百万円 

 平成２４年２月期 
第１四半期累計 

平成２３年２月期 
第１四半期累計 増  減 

減 損 損 失 ２，５１５ ２，４４７ ６８ 
固 定 資 産 処 分 損 １４０     ３４２ ▲ ２０２ 
投資有価証券評価損 ２６９ ２５４ １５ 
資産除去債務会計基準

の適用に伴う影響額 ８，４８１ ―― ８，４８１ 

災害による損失 １，６７３ ―― １，６７３ 
特 別 損 失 計 １３，２０８  ３，１２６ １０，０８１ 
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（２）個別決算   
 
①個別業績                                                                         百万円 

 平成２４年２月期 
第１四半期累計 

平成２３年２月期 
第１四半期累計 増  減 前 期 比 

営 業 収 益 １８７，７３０ １９３，１０１ ▲ ５，３７０ ９７．２% 
直 営 売 上 高 １７８，４３１ １８３，７５０ ▲ ５，３１９ ９７．１% 
営 業 総 利 益  ５３，４３８  ５２，４１３ １，０２５ １０２．０% 
営 業 利 益  ４，３７７ １，０５５ ３，３２２ ４１４．８% 
経 常 利 益 ４，３７７  ８２６ ３，５５０ ５２９．４% 
四半期純利益   ▲ ２６６ １４２ ▲ ４０８ ――  

※『 資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額』３，４６３百万円、及び『災害による損失』７４６百万円により、四半期純利益は赤字と

なっておりますが、第２四半期累計では黒字の見込みです。 
 
②第１四半期の新設店舗及び閉店店舗  
 

店 名 所 在 地 
営業面積 

(直営面積) 
開閉店日

前期 

第１四半期 

新 設 店 舗 
   ピオニウォーク東松山 

（アピタ東松山店） 
ピアゴ ラ フーズコア中田店 

閉 店 店 舗 ピアゴ今池店 名古屋市千種区 10,290㎡

( 7,719㎡) H23. 5. 8 アピタ武生店 
ピアゴ可児店 

※ 第１四半期期末店舗数は、前期同期末に比べ７店舗減の２２７店舗です。 
 
 
③売上伸長率                                   ％ 

平成２４年２月期          

３月 ４月 ５月 ３～５月 
前期 

３～５月 
衣 

料 

品 

既 設 店 

全 店 

８９．７

８７．３

１０１．２ 
 ９５．８ 

 ９８．１

 ９５．８

９６．７

９３．４

９２．０

９２．２

住 

関 

品 

既 設 店 

全 店 

１０４．７

１０１．８

１００．６ 

９５．８ 

 ９７．６

 ９５．５

１００．８

９７．５

 ９６．３

 ９６．５

食 

 

品 

既 設 店 

全 店 

１０２．５

１００．９

 ９９．２ 

９６．３ 

 ９８．１

 ９６．９

９９．９

９８．０

９６．６

 ９６．５

直 

 

営 

既 設 店 

全 店 

１０１．０

９９．１

 ９９．７ 

９６．１ 

 ９８．１

 ９６．５

９９．６

９７．２

９５．９

 ９５．９

※既設店の売上伸長率は、曜日調整をしております。全店の売上伸長率は、曜日調整をしておりません。 
 
 
④客数・客単価の状況（既設店） 

 平成２４年２月期 
第１四半期累計 

平成２３年２月期 
第１四半期累計 増  減 

買 い 上 げ 客 数 ９８．０％ ９７．４％  ０．６％ 
客 単 価 １０１．１％ ９７．８％  ３．３％ 

 
 

⑤荒利率    

 平成２４年２月期 
第１四半期累計 

平成２３年２月期 
第１四半期累計 増  減 

衣 料 品 ３８．０％ ３７．２％ ０．８％ 
住 関 品 ２８．５％ ２７．７％ ０．８％ 
食 品 ２１．２％ １９．５％ １．７％ 
直 営 ２４．７％ ２３．４％ １．３％ 
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⑥販管費の主な項目                                                                        百万円 

  平成２４年２月期 
第１四半期累計 

平成２３年２月期 
第１四半期累計 増  減 前 期 比 

人 件 費 ２４，５０６ ２４，３０３  ２０２ １００．８% 
広 告 費  ２，９８５  ３，６２１ ▲ ６３５ ８２．５% 
内 装 費  ４９ ２７４ ▲ ２２４ １８．０% 
賃 借 料  ６，４４８  ６，７４２ ▲ ２９４ ９５．６% 
減 価 償 却 費  ３，７５５  ４，３４５ ▲ ５８９ ８６．４% 
水 道 光 熱 費 ２，３７０  ２，３９６ ▲  ２５ ９８．９% 
そ の 他  ８，９４４ ９，６７４ ▲ ７２９ ９２．５% 
販 管 費 計  ４９，０６１  ５１，３５８ ▲ ２，２９６ ９５．５% 

 
 

⑦営業外損益の主な項目                                                  百万円 

 平成２４年２月期 
第１四半期累計 

平成２３年２月期 
第１四半期累計 増  減 

 
 
 

受 取 利 息 
受 取 配 当 金 
支 払 利 息 

１１０ 
  ２７５ 
▲ ６４４ 

１０４ 
  ２５６ 
▲ ７８０ 

      ６ 
  １８ 
１３６ 

金 融 収 支   ▲ ２５７ ▲ ４１９   １６１ 
負ののれん償却額 １９５ １９５ ―― 
貸倒引当金繰入額 ▲ ２３ ▲ １３２ １０８ 

そ の 他   ８５ １２７ ▲ ４２ 
営業外損益計   ０ ▲ ２２８ ２２８ 

 
 
⑧特別利益の主な項目                                百万円 

 
平成２４年２月期 
第１四半期累計 

平成２３年２月期 
第１四半期累計 増  減 

固 定 資 産 売 却 益 ３ ―― ３ 
特 別 利 益 計 ３ ０ ３ 

 
 
⑨特別損失の主な項目                                 百万円 

 平成２４年２月期 
第１四半期累計 

平成２３年２月期 
第１四半期累計 増  減 

減 損 損 失 ―― ２２ ▲  ２２ 
固 定 資 産 処 分 損 ７４     ２３６ ▲ １６１ 
投資有価証券評価損 ２５６ ２５０ ６ 
資産除去債務会計基準

の適用に伴う影響額 ３，４６３ ―― ３，４６３ 

災害による損失 ７４６ ―― ７４６ 
そ の 他  １２６ ０ １２５ 
特 別 損 失 計 ４，６６７   ５０９  ４，１５７ 
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